
歴史を活かした
まちづ くり

歴史的集落・
町並みを保存し、
活用する。

伝統的建造物群保存地区制度のご案内
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伊根町教育委員会、宇陀市教育委員会、雲仙市教育委員会、
小野吉彦、鹿島市、香取市、金沢市、京都市、呉市教育委員会、
黒石市教育委員会、郡上市教育委員会、甲州市教育委員会、
神戸市教育委員会、下郷町教育委員会、仙北市教育委員会、
高山市教育委員会、豊岡市教育委員会、中之条町教育委員会、
南丹市教育委員会、美濃市教育委員会、三好市教育委員会、
室戸市教育委員会、焼津市教育委員会、与謝野町教育委員会

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
関
係
法
令

文
化
財
保
護
法
（
抜
粋
）

第
一
章

総
則

  （
こ
の
法
律
の
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
文
化
財
を
保
存
し
、
且
つ
、
そ
の

活
用
を
図
り
、
も
つ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と

と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

  （
文
化
財
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
文
化
財
」
と
は
、
次
に
揚
げ
る
も

の
を
い
う
。

一

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、

古
文
書
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と

つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
こ
れ
ら

の
も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し
て
い
る

土
地
そ
の
他
の
物
件
を
含
む
。）
並
び
に
考
古
資
料
及
び

そ
の
他
の
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
（
以
下
「
有

形
文
化
財
」
と
い
う
。）

二

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的

所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の

高
い
も
の
（
以
下
「
無
形
文
化
財
」
と
い
う
。）

三

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風

俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、

器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の
生
活
の
推

移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下

「
民
俗
文
化
財
」
と
い
う
。）

四

貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の

遺
跡
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の

高
い
も
の
、
庭
園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ
の

他
の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
つ
て
芸
術
上
又
は
観
賞
上

価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及

び
渡
来
地
を
含
む
。）、
植
物
（
自
生
地
含
む
。）
及
び
地

質
鉱
物
（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
を

含
む
。）
で
我
が
国
に
と
つ
て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

（
以
下
「
記
念
物
」
と
い
う
。）

五

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地

域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国
民
の

生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
（
以
下
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。）

六

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成

し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
（
以

下
「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
い
う
。）

  （
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
）

第
三
条

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
化
財
が
わ
が
国

の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展

の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
保
存

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
周
到
の
注
意
を
も
つ
て
こ

の
法
律
の
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  （
国
民
、
所
得
者
等
の
心
構
）

第
四
条

一
般
国
民
は
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
が
こ
の

法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
措
置
に
誠
実
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
化
財
の
所
有
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
文
化
財
が
貴

重
な
国
民
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
こ
れ
を
公
共

の
た
め
に
大
切
に
保
存
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
こ

れ
を
公
開
す
る
等
、
そ
の
文
化
的
活
用
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
執
行
に
当

つ
て
関
係
者
の
所
有
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
章

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

  （
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

第
一
四
二
条

こ
の
章
に
お
い
て
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
と
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
及
び
こ
れ
と
一
体
を
な

し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し
て
い
る
環
境
を
保
存
す
る
た
め
、

次
条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町

村
が
定
め
る
地
区
を
い
う
。

  （
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）

第
一
四
三
条

市
町
村
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
又
は
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
都
市
計
画
区
域
又
は
準
都
市
計
画
区
域
内

に
お
い
て
は
、
都
市
計
画
に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
市

町
村
は
、
条
例
で
、
当
該
地
区
の
保
存
の
た
め
、
政
令
の

定
め
る
基
準
に
従
い
必
要
な
現
状
変
更
の
規
制
に
つ
い
て

定
め
る
ほ
か
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
措
置
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
都
市
計
画
区
域
又
は
準
都
市
計
画

区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
後
段
の
規
定
を
準

用
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
の
都
市
計
画
法
第
十
九

条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
又
は
意
見
の

申
出
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
都
道
府
県
が
特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

４

市
町
村
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
関
し
、
地

区
の
決
定
若
し
く
は
そ
の
取
消
し
又
は
条
例
の
制
定
若
し

く
は
そ
の
改
廃
を
行
つ
た
場
合
は
、
文
化
庁
長
官
に
対
し
、

そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

文
化
庁
長
官
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
市
町

村
に
対
し
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
に
関
し
、

必
要
な
指
導
又
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  （
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
）

第
一
四
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ

き
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
区
域
の
全
部
又
は
一

部
で
我
が
国
に
と
つ
て
そ
の
価
値
が
特
に
高
い
も
の
を
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示

す
る
と
と
も
に
、
当
該
申
出
に
係
る
市
町
村
に
通
知
し
て

す
る
。

  （
選
定
の
解
除
）

第
一
四
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
が
そ
の
価
値
を
失
つ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事

由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
項
の
場
合
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

  （
管
理
等
に
関
す
る
補
助
）

第
一
四
六
条

国
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

保
存
の
た
め
の
当
該
地
区
内
に
お
け
る
建
造
物
及
び
伝
統

的
建
造
物
群
と
一
体
を
な
す
環
境
を
保
存
す
る
た
め
特
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
物
件
の
管
理
、
修
理
、
修
景
又
は
復

旧
に
つ
い
て
市
町
村
が
行
う
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
抜
粋
）

  （
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
お
け
る

現
状
変
更
の
規
制
の
基
準
）

第
四
条
（
略
）

２

保
存
地
区
内
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
町
村

の
教
育
委
員
会
（
法
第
五
十
三
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
地
方
公
共
団
体（
以
下
単
に「
特
定
地
方
公
共
団
体
」

と
い
う
。）
で
あ
る
市
町
村
が
定
め
た
保
存
地
区
に
あ
つ
て

は
当
該
市
町
村
の
長
と
し
、
そ
の
他
の
市
町
村
が
都
市
計

画
に
定
め
た
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
当
該
市
町
村
の
長
及

び
教
育
委
員
会
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う

行
為
及
び
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行

為
で
条
例
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
も
の
と
す
る
。

一

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
（
以
下
「
建
築
物
等
」
と

い
う
。）
の
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
又
は
除
却

二

建
築
物
等
の
修
繕
、
模
様
替
え
又
は
色
彩
の
変
更
で

そ
の
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

三

宅
地
の
造
成
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

四

木
竹
の
伐
採

五

土
石
の
類
の
採
取

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
存
地
区
の
現
状

を
変
更
す
る
行
為
で
条
例
で
定
め
る
も
の

３

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を

受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
行
為
で
次
に
定
め
る
基
準
（
特

定
地
方
公
共
団
体
で
な
い
市
町
村
の
長
に
あ
つ
て
は
、
第

八
号
に
定
め
る
基
準
）
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

一

伝
統
的
建
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
建
築
物
等
（
以

下
「
伝
統
的
建
造
物
」
と
い
う
。）
の
増
築
若
し
く
は
改

築
又
は
修
繕
、
模
様
替
え
若
し
く
は
色
彩
の
変
更
で
そ

の
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
行
為
後
の
伝
統
的
建
造
物
の
位
置
、
規
模
、

形
態
、
意
匠
又
は
色
彩
が
当
該
伝
統
的
建
造
物
群
の
特

性
を
維
持
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

伝
統
的
建
造
物
の
移
転
（
同
一
保
存
地
区
内
に
お
け

る
当
該
伝
統
的
建
造
物
の
移
築
を
含
む
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）
に
つ
い
て
は
、
移
転
後
の
伝
統
的
建

造
物
の
位
置
及
び
移
転
後
の
状
態
が
当
該
伝
統
的
建
造

物
群
の
特
性
を
維
持
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

三

伝
統
的
建
造
物
の
除
却
に
つ
い
て
は
、
除
却
後
の
状

態
が
当
該
伝
統
的
建
造
物
群
の
特
性
を
維
持
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
築
物
等
の
新
築
、
増
築

若
し
く
は
改
築
又
は
修
繕
、
模
様
替
え
若
し
く
は
色
彩

の
変
更
で
そ
の
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
行
為
後
の
当
該
建
築
物
等
の
位

置
、
規
模
、
形
態
、
意
匠
又
は
色
彩
が
当
該
保
存
地
区

の
歴
史
的
風
致
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

五

前
号
の
建
築
物
等
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
移
転
後
の

当
該
建
築
物
等
の
位
置
及
び
移
転
後
の
状
態
が
当
該
保

存
地
区
の
歴
史
的
風
致
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
な
い

こ
と
。

六

第
四
号
の
建
築
物
等
の
除
却
に
つ
い
て
は
、
除
却
後

の
状
態
が
当
該
保
存
地
区
の
歴
史
的
風
致
を
著
し
く
損

な
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

七

前
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
行
為
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
行
為
後
の
地
貌
そ
の
他
の
状
態
が
当
該
保
存

地
区
の
歴
史
的
風
致
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
な
い
こ

と
。

八

前
各
号
に
定
め
る
ほ
か
、
当
該
行
為
後
の
建
築
物
等

又
は
土
地
の
用
途
等
が
当
該
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存

又
は
当
該
保
存
地
区
の
環
境
の
維
持
に
著
し
い
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

第
２
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
は
、
保
存
地
区
の
保
存

の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

５

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
行
う
行
為
に
つ
い
て

は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し

な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
又
は

地
方
公
共
団
体
の
機
関
は
、
そ
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

６

次
に
掲
げ
る
行
為
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
で
保
存

地
区
の
保
存
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も

の
と
し
て
条
例
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
協

議
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

一

都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為
、
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
若
し
く
は
当
該
都
市
計
画
施
設
を
管

理
す
る
こ
と
と
な
る
者
が
当
該
都
市
施
設
若
し
く
は
市

街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
に
適
合
し
て
行
う

行
為
、
国
土
保
全
施
設
、
水
資
源
開
発
施
設
、
道
路
交

通
、
船
舶
交
通
若
し
く
は
航
空
機
の
航
行
の
安
全
の
た

め
必
要
な
施
設
、
気
象
、
海
象
、
地
象
、
洪
水
等
の
観

測
若
し
く
は
通
報
の
用
に
供
す
る
施
設
、
自
然
公
園
の

保
護
若
し
く
は
利
用
の
た
め
の
施
設
若
し
く
は
都
市
公

園
若
し
く
は
そ
の
施
設
の
設
置
若
し
く
は
管
理
に
係
る

行
為
、
土
地
改
良
事
業
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
若
し

く
は
農
業
等
を
営
む
者
が
組
織
す
る
団
体
が
行
う
農
業

構
造
、
林
業
構
造
若
し
く
は
漁
業
構
造
の
改
善
に
関
す

る
事
業
の
施
行
に
係
る
行
為
、
重
要
文
化
財
等
文
部
科

学
大
臣
の
指
定
に
係
る
文
化
財
の
保
存
に
係
る
行
為
又

は
鉱
物
の
掘
採
に
係
る
行
為
（
当
該
保
存
地
区
の
保
存

に
支
障
が
あ
る
と
認
め
て
条
例
で
定
め
る
も
の
を
除

く
。）

二

道
路
、
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
、
国
若
し
く
は
地
方
公

共
団
体
が
行
う
通
信
業
務
、
認
定
電
気
通
信
事
業
（
電

気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）

第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業

を
い
う
。）、 

有
線
放
送
電
話
業
務
、
放
送
事
業
若
し
く

は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
業
務
の
用
に
供
す
る
線
路

若
し
く
は
空
中
線
系
（
そ
の
支
持
物
を
含
む
。）、
水
道

若
し
く
は
下
水
道
又
は
電
気
工
作
物
若
し
く
は
ガ
ス
工

作
物
の
設
置
又
は
管
理
に
係
る
行
為
（
自
動
車
専
用
道

路
以
外
の
道
路
、
駅
、
操
車
場
、
車
庫
及
び
発
電
の
用

に
供
す
る
電
気
工
作
物
の
新
設
に
係
る
も
の
そ
の
他
当

該
保
存
地
区
の
保
存
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
て
条
例
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）
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